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地震のとき，棚から相当数の本が落下することは
避けられないだろうが，しかし棚には釘で固定す
る等々の手を打ってあるそうだし，空間的にもゆ
とりを持たせてあるから，命に関わるような被害
はおそらく出ないだろう。
話は変わるが，私の出身高校の同窓会誌によれ
ば，学校のなかで卒業生にとってもっとも思い出
深い建物は何かという問いに，図書館を挙げる声
がもっとも多かったという。たいした建物ではな
い。100平米程度の倉庫みたいなもので，外壁に
少し「新古典主義的」な飾りものがついていると
いうだけなのだが，両方に植物が繁茂する階段を
登ると，そこに踊り場があり，左に折れてまた階
段を登ると正面玄関が見える，という作りが嬉し
かった。折れる階段は興奮する。いまは空だが，
人気が高いので記念に残してあるとのこと。しか
し私の出身高に限らず，一般に図書館は卒業生に
とってもっとも人気のある建物ではないだろか。
教育目的の施設なのだが，実際の使われ方はそれ
に止まらない。教室の延長でありながら，教室と
は性格を大きく異にしている。情報収集を別とし
て，この超‐教室の重要な機能は二つ。一つは，
クラスなり学群という小単位を越えたコミュニケ
ーションの共通の場を提供すること。私の経験を
省みても，図書館によって学生相互の交流頻度は
増加する。もう一つは，学生に教室という現場か
ら一歩か二歩ぐらい身を引いたところに自分を置
き，それとは異なる次元で，そしてそれとは異な
る光の下で思索することを促す点にある。そのよ
うな仕方で図書館は教育を「立体化」するので，
教育上この施設は（いまさら言うまでもないこと
だが）大学にとって必要不可欠なのである。
（かねだ・ちあき　芸術学系教授）
明治検定期の修身教科書にみる徳目の多様性
外 池　　 智
「君ニ忠ニ親ニ孝ニ夫婦相和シ恭倹己ヲ持シ博
愛衆ニ及ホス」。これは，今年三月に筑波大学最
高齢で博士（学術）を授与された朝倉隆太郎氏を
お送りした車中で伺った言葉である。1958（昭和
33）年の「道徳」新設に，文部省において中心的
に関った朝倉氏は，戦前には序列化されていた徳
目をどのように平等に配列するか苦心したとい
う。例えば戦前においては，「親ニ孝ニ夫婦相和
シ」であるので，夫婦仲睦まじいのはよい事であ
るが，親の前では慎むもの，また「夫婦相和」す
ことより親への孝を優先させるものとされた。ま
た「君ニ忠ニ親ニ孝ニ」というように，その親へ
の孝よりも「君」への忠が優先されていた。すな
わち，それぞれの徳目が平等に配列されるのでは
なく，序列化され，学校教育の修身を中心として
教えられていたのである。
こうした徳目の序列化は，教育勅語に始まり，
その一元化は教科書の国定化に遡る事ができる。
教科書国定制度は1903（明治36）年に定められた
が，小学校の教科書，なかでも修身教科書を国定
にすべきとの意見は早くから出されていた。修身
教科書は，国民思想の基本となる教科書として重
視されたため，早くから最も強く国定の要望がな
されていたのである。修身教科書の国定化により，
取り上げられる徳目の内容とその配列は固定化さ
れた。しかし，国定化以前の検定期（1886-1903）
においては，各教科書毎に取り上げられる徳目は
実に様々な多様性を有していた。本学では，東京
教育大学から引き継いだ宮木文庫を始めとする膨
大な教科書群を有し，こうした検定期の多様な様
相を今日実見可能にしている。
教科書の検定制度は，学校令の交付とともに
1886（明治19）年からはじめられた。元来文部省
は，修身には教科書を用いない方針であったので，
検定開始当初は，修身教科書の検定は行われなか
った。しかし，その後1891（明治24）年に文部省
はこの方針を変え，修身でも教科書を使用するこ
とにしたので，1893（明治26）年頃から検定を受
